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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送タイミング情報送信方法であって、
　基地局が上位層シグナリングを構成する段階であって、前記上位層シグナリングは、伝
送タイミング値を示すために使用される少なくとも２つの伝送タイミングセットを有し、
前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの各々は、少なくとも１つの伝送タイミング
値を含み、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅に関連してい
る、段階と、
　前記基地局が前記上位層シグナリングを端末に送信する段階と、
　前記基地局がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を決定する段階であって、前記ＤＣＩは
、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう
前記端末に命令するために使用され、決定された前記伝送タイミング値は、フィードバッ
ク情報を送信するときに前記端末が使用するよう命令されるスロットである、段階と、
　前記基地局が前記ＤＣＩを前記端末に送信する段階と
　を備え、
　前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、第１の伝送タイミングセットおよび第
２の伝送タイミングセットを有し、前記第１の伝送タイミングセットにおける伝送タイミ
ング値は、第１のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第２の伝送タイミングセット
における伝送タイミング値は、第２のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第１の伝
送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つは、前記第２
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の伝送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つと異なる
、方法。
【請求項２】
　前記ＤＣＩが前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を
決定するよう前記端末に命令するために使用されることは、前記ＤＣＩのＤＣＩフォーマ
ットが第１の情報フィールドを含み、伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値が
、前記第１の情報フィールドに基づいて示されることを含み、
　前記ＤＣＩが前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を
決定するよう前記端末に命令するために使用されることは、
　前記少なくとも２つの伝送タイミングセットのうちの１つが前記ＤＣＩの前記ＤＣＩフ
ォーマットに基づいて決定され、前記ＤＣＩフォーマットが第１の情報フィールドを含み
、前記第１の情報フィールドが、紐付け関係を有する、決定された前記伝送タイミングセ
ットにおける伝送タイミング値を示すために使用されること、または、
　前記少なくとも２つの伝送タイミングセットのうちの少なくとも１つが、前記ＤＣＩに
よって占有される制御チャネル時間周波数リソースに基づいて決定されること
　をさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＤＣＩが前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を
決定するよう前記端末に命令するために使用されることは、前記ＤＣＩのＤＣＩフォーマ
ットが第１の情報フィールドを含み、伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値が
、前記第１の情報フィールドに基づいて示されることを含み、
　前記ＤＣＩが前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を
決定するよう前記端末に命令するために使用されることは、
　前記ＤＣＩの前記ＤＣＩフォーマットが第２の情報フィールドをさらに含み、前記少な
くとも２つの伝送タイミングセットのうちの１つが、前記第２の情報フィールドに基づい
て決定されることをさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＤＣＩを前記端末に送信する前記段階は、
　前記基地局が一次制御チャネルを介して前記ＤＣＩを前記端末に送信する段階、または
　前記基地局が一次制御チャネルおよび二次制御チャネルを介して前記ＤＣＩを前記端末
に送信する段階であって、前記ＤＣＩは前記二次制御チャネルに配置される、段階を有す
る、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記伝送タイミング値は、
　前記基地局によるダウンリンクデータの前記端末への送信と、前記基地局による、前記
端末が送信したアップリンク送達確認情報の受信との間隔に関する情報、または、
　前記基地局によるアップリンクスケジューリング情報の前記端末への送信と、前記端末
によるアップリンクデータの送信との間隔に関する情報
　のうちの１または複数であり、前記間隔に関する前記情報は、スロット数を含む、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　伝送タイミング情報受信方法であって、
　端末が基地局から上位層シグナリングおよびダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信す
る段階であって、前記上位層シグナリングは、伝送タイミング値を示すために使用される
少なくとも２つの伝送タイミングセットを有し、前記少なくとも２つの伝送タイミングセ
ットの各々は、少なくとも１つの伝送タイミング値を含み、前記ＤＣＩは、前記少なくと
も２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう前記端末に命令
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するために使用され、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅に
関連している、段階と、
　前記ＤＣＩに基づいて前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から前記伝送タ
イミング値を決定し、決定された前記伝送タイミング値に対応するスロットにおいてフィ
ードバック情報を送信する段階と
　を備え、
　前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、第１の伝送タイミングセットおよび第
２の伝送タイミングセットを有し、前記第１の伝送タイミングセットにおける伝送タイミ
ング値は、第１のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第２の伝送タイミングセット
における伝送タイミング値は、第２のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第１の伝
送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つは、前記第２
の伝送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つと異なる
、方法。
【請求項７】
　前記ＤＣＩに基づいて前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から前記伝送タ
イミング値を決定する前記段階は、
　前記端末が、前記ＤＣＩのフォーマットに基づいて前記少なくとも２つの伝送タイミン
グセットのうちの１つを決定する段階と、
　前記ＤＣＩに含まれる情報フィールドにおいて搬送される指示情報に基づいて、決定さ
れた前記伝送タイミングセットの中から前記伝送タイミング値を決定する段階と
　を有する、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記端末が一次制御チャネルおよび二次制御チャネルを介して前記ＤＣＩを取得する場
合、前記ＤＣＩに基づいて前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から前記伝送
タイミング値を決定する前記段階は、
　前記端末が前記一次制御チャネルからリソーススケジューリング指示情報を取得する段
階と、
　前記リソーススケジューリング指示情報に基づいて前記二次制御チャネルの時間周波数
リソース位置を決定する段階と、
　前記二次制御チャネルの前記時間周波数リソース位置において搬送される前記ＤＣＩに
基づいて前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から前記伝送タイミング値を決
定する段階とを有する、
　請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　基地局であって、
　上位層シグナリングを構成するよう構成される処理ユニットであって、前記上位層シグ
ナリングは、伝送タイミング値を示すために使用される少なくとも２つの伝送タイミング
セットを有し、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの各々は、少なくとも１つの
伝送タイミング値を含み、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、サブキャリア
幅に関連している、処理ユニットと、
　前記上位層シグナリングを端末に送信するよう構成される送受信ユニットであって、前
記処理ユニットはさらに、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を決定するよう構成され、前
記ＤＣＩは、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決
定するよう前記端末に命令するために使用され、決定された前記伝送タイミング値は、前
記端末が使用するよう命令される、フィードバック情報を送信するときに使用するスロッ
トである、送受信ユニットと、
　備え、
　前記送受信ユニットはさらに、前記ＤＣＩを前記端末に送信するよう構成され、
　前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、第１の伝送タイミングセットおよび第
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２の伝送タイミングセットを有し、前記第１の伝送タイミングセットにおける伝送タイミ
ング値は、第１のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第２の伝送タイミングセット
における伝送タイミング値は、第２のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第１の伝
送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つは、前記第２
の伝送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つと異なる
、基地局。
【請求項１０】
　前記ＤＣＩのＤＣＩフォーマットは第１の情報フィールドを含み、
　前記処理ユニットはさらに、前記第１の情報フィールドに基づいて伝送タイミングセッ
トにおける伝送タイミング値を示すよう構成され、前記ＤＣＩは、前記少なくとも２つの
伝送タイミングセットの中から前記伝送タイミング値を決定するよう前記端末に命令する
ために使用され、
　前記処理ユニットはさらに、前記ＤＣＩの前記ＤＣＩフォーマットに基づいて前記少な
くとも２つの伝送タイミングセットのうちの１つを決定することであって、前記第１の情
報フィールドは、紐付け関係を有する、決定された前記伝送タイミングセットにおける伝
送タイミング値を示すために使用される、決定すること、または、前記ＤＣＩによって占
有される制御チャネル時間周波数リソースに基づいて前記少なくとも２つの伝送タイミン
グセットのうちの少なくとも１つを決定すること、を行うよう構成される、
　請求項９に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記ＤＣＩのＤＣＩフォーマットは第１の情報フィールドを含み、
　前記処理ユニットはさらに、前記第１の情報フィールドに基づいて伝送タイミングセッ
トにおける伝送タイミング値を示すよう構成され、前記ＤＣＩは、前記少なくとも２つの
伝送タイミングセットの中から前記伝送タイミング値を決定するよう前記端末に命令する
ために使用され、
　前記処理ユニットはさらに、前記ＤＣＩの前記ＤＣＩフォーマットが第２の情報フィー
ルドをさらに含むとき、前記第２の情報フィールドに基づいて前記少なくとも２つの伝送
タイミングセットのうちの１つを決定するよう構成される、
　請求項９に記載の基地局。
【請求項１２】
　前記送受信ユニットは具体的に、一次制御チャネルを介して前記ＤＣＩを前記端末に送
信するか、または、一次制御チャネルおよび二次制御チャネルを介して、前記二次制御チ
ャネルに配置される前記ＤＣＩを前記端末に送信するよう構成される、
　請求項９から１１のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項１３】
　前記伝送タイミング値は、
　前記基地局によるダウンリンクデータの前記端末への送信と、前記基地局による、前記
端末が送信したアップリンク送達確認情報の受信との間隔に関する情報、または、
　前記基地局による、アップリンクスケジューリング情報の前記端末への送信と、前記端
末によるアップリンクデータの送信との間隔に関する情報
　のうちの１または複数であり、前記間隔に関する前記情報は、スロット数を含む、
　請求項９から１１のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項１４】
　端末であって、
　上位層シグナリングおよびダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するよう構成される
送受信ユニットであって、前記上位層シグナリングは、伝送タイミング値を示すために使
用される少なくとも２つの伝送タイミングセットを有し、前記少なくとも２つの伝送タイ
ミングセットの各々は少なくとも１つの伝送タイミング値を含み、前記ＤＣＩは、前記少
なくとも２つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう前記端末
に命令するために使用され、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、サブキャリ
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ア幅に関連している、送受信ユニットと、
　前記ＤＣＩに基づいて前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から前記伝送タ
イミング値を決定するよう構成される処理ユニットと
　を備え、
　前記送受信ユニットはさらに、決定された前記伝送タイミング値に対応するスロットに
おいてフィードバック情報を送信するよう構成され、
　前記少なくとも２つの伝送タイミングセットは、第１の伝送タイミングセットおよび第
２の伝送タイミングセットを有し、前記第１の伝送タイミングセットにおける伝送タイミ
ング値は、第１のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第２の伝送タイミングセット
における伝送タイミング値は、第２のサブキャリア幅に基づいて決定され、前記第１の伝
送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つは、前記第２
の伝送タイミングセットにおける前記伝送タイミング値のうちの少なくとも１つと異なる
、端末。
【請求項１５】
　前記処理ユニットは具体的に、前記ＤＣＩのフォーマットに基づいて前記少なくとも２
つの伝送タイミングセットのうちの１つを決定し、前記ＤＣＩに含まれる情報フィールド
において搬送される指示情報に基づいて、決定された前記伝送タイミングセットの中から
前記伝送タイミング値を決定するよう構成される、
　請求項１４に記載の端末。
【請求項１６】
　前記端末が一次制御チャネルおよび二次制御チャネルを介して前記ＤＣＩを取得する場
合、前記処理ユニットは具体的に、
　前記一次制御チャネルからリソーススケジューリング指示情報を取得し、
　前記リソーススケジューリング指示情報に基づいて前記二次制御チャネルの時間周波数
リソース位置を決定し、
　前記二次制御チャネルの前記時間周波数リソース位置において搬送される前記ＤＣＩに
基づいて、前記少なくとも２つの伝送タイミングセットの中から前記伝送タイミング値を
決定する
　よう構成される、
　請求項１４または１５に記載の端末。
【請求項１７】
　プロセッサと、前記プロセッサによる実行のための命令を記憶する記憶媒体とを備える
装置であって、前記命令が実行されると、前記プロセッサは、請求項１から８のいずれか
一項に記載の方法の前記段階を実行するよう構成される、
　装置。
【請求項１８】
　コンピュータプログラムコードを含むコンピュータプログラムであって、前記コンピュ
ータプログラムコードが通信デバイスのプロセッサにおいて実行されると、請求項１から
８のいずれか一項に記載の方法の前記段階を前記通信デバイスに実行させる、
　コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１６年１１月３日に国家知識産権局に出願された「伝送タイミング情報
送信方法、伝送タイミング情報受信方法、および装置」と題する中国特許出願第２０１６
１０９５６６２９．２号および２０１７年２月１０日に国家知識産権局に出願された「伝
送タイミング情報送信方法、伝送タイミング情報受信方法、および装置」と題する中国特
許出願第２０１７１００７４４７３．Ｘ号に基づく優先権を主張し、両出願はその全体が
参照によって本明細書に組み込まれる。
【０００２】
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　本発明は通信技術分野に関し、具体的には、伝送タイミング情報送信方法、伝送タイミ
ング情報受信方法、および装置に関する。
【背景技術】
【０００３】
　既存のシステム（例えば、ＬＴＥシステム）では、基地局とユーザ機器は、ＦＤＤ（ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ、周波数分割複信）またはＴＤＤ（
ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ、時分割複信）によって互いにデータおよび
情報を交換する。基地局と端末との間での通信中に使用される伝送タイミング関係は、基
地局および端末によって予め規定され取得されている。伝送タイミングは、基地局による
ダウンリンクデータの送信と、端末によるアップリンク送達確認フィードバック情報の送
信との間の間隔であってよく、例えばハイブリッド自動再送要求（ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔ
ｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ、ＨＡＲＱ）タイミングであり、または、
基地局によるアップリンクスケジューリング指示情報の送信と端末によるアップリンクデ
ータの送信との間の間隔であってよい。例えば、ＦＤＤベースの伝送中、基地局はサブフ
レームｎにおいてダウンリンクデータを送信し、端末はサブフレームｎ＋４においてデー
タパケットのＡＣＫ／ＮＡＣＫ（肯定応答／否定応答）情報をフィードバックするので、
伝送タイミング情報またはＨＡＲＱタイミング情報は４サブフレームである。
【０００４】
　同様に、ＴＤＤベースの伝送中、基地局が送信したデータパケットの最初のサブフレー
ムがｎであるとき、端末はサブフレームｎ＋４においてＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報をフィード
バックするということが通常は指定される。無線フレームにおけるアップリンクサブフレ
ームおよびダウンリンクサブフレームの構成（単にアップリンクダウンリンクサブフレー
ム構成と称される）は様々なので、常にサブフレームｎ＋４において情報をフィードバッ
クするということは困難である。したがって、規格によって、指定されたアップリンクダ
ウンリンクサブフレーム構成のＨＡＲＱタイミング情報が予め規定される。
【０００５】
　次世代無線通信システムでは、サポートされるサービスのタイプおよび適用シナリオが
多様化する。加えて、動的ＴＤＤの場合、無線フレームにおけるアップリンクサブフレー
ムタイプおよびダウンリンクサブフレームタイプは動的に変化する。そのため、伝送タイ
ミング関係の数が増加する。予め規定された方式を使用するとシステムの自由度が低くな
り、その場合、次世代システムの設計要件を満たすことができない。伝送タイミングを示
すべく、ＤＣＩ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ダウン
リンク制御情報）を使用した場合、全ての考えられるタイミング関係を含めるよう、比較
的長い情報ビットがＤＣＩにおいて予め規定される必要がある。そうすると、制御シグナ
リングオーバーヘッドが大きくなる。
【発明の概要】
【０００６】
　本出願は、伝送タイミングリソース構成の自由度を高め、ダウンリンク制御情報のオー
バーヘッドを低減するための、伝送タイミング情報送信方法と伝送タイミング情報受信方
法と装置とを提供する。さらに、本出願は、以下の技術的解決手段を開示する。
【０００７】
　第１態様においては伝送タイミング情報送信方法が提供される。当該方法は、基地局が
上位層シグナリングを構成する段階であって、上位層シグナリングは、伝送タイミング値
を示すために使用される少なくとも１つの伝送タイミングセットを有し、少なくとも１つ
の伝送タイミングセットの各々は、少なくとも１つの伝送タイミング値を含み、少なくと
も１つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機能のうち
の少なくとも１つの因子に関連している、段階と、基地局が上位層シグナリングを端末に
送信する段階と、基地局がダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を決定する段階であって、Ｄ
ＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよ
う端末に命令するために使用され、決定された伝送タイミング値は、端末が使用するよう
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命令される、フィードバック情報を送信するときに使用するスロットである、段階と、基
地局がＤＣＩを端末に送信する段階とを備える。
【０００８】
　本態様の、上位層シグナリングとダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）とを併用することに
よって伝送タイミングを示すための方法によると、少なくとも１つの伝送タイミング値セ
ットは、事前に上位層シグナリングにおいて構成され、ＤＣＩは、当該セットの中から特
定の伝送タイミング値を選択するよう命令するために使用される。各伝送タイミングセッ
トの値要素は、システムの現在のサービス状況およびサブフレーム構成などの因子に基づ
いて決定されるので、端末が、少なくとも１つの伝送タイミングセットを有する上位層シ
グナリングを受信する場合、基地局は、端末の伝送タイミング値の指示を保持するためだ
けにＤＣＩを使用すればよい。そうすることで、比較的長い情報ビットの保持が回避され
、制御情報オーバーヘッドが低減される。
【０００９】
　加えて、少なくとも１つの伝送タイミング値が、各伝送タイミングセットにおいて構成
される。これにより、基地局による伝送タイミング値選択の多様性がさらに増し、伝送タ
イミング構成の自由度が向上する。
【００１０】
　第１態様に関連して、第１態様の第１の実装例において、ＤＣＩが、少なくとも１つの
伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使
用されることは、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットが第１の情報フィールドを含むことと、伝
送タイミングセットにおける伝送タイミング値が第１の情報フィールドに基づいて示され
ることとを含む。少なくとも１つの伝送タイミングセットが少なくとも２つの伝送タイミ
ングセットである場合、ＤＣＩが、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送
タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用されることは、当該少なくとも１
つの伝送タイミングセットのうちの１つが、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットに基づいて決定
され、ＤＣＩフォーマットが第１の情報フィールドを含み、第１の情報フィールドは、紐
付け関係を有するセットにおける伝送タイミング値を示すために使用されること、または
、ＤＣＩによって占有される制御チャネル時間周波数リソースにおいて送信が行われ、少
なくとも２つの伝送タイミングセットのうちの少なくとも１つが制御チャネル時間周波数
リソースに基づいて決定されること、をさらに含む。
【００１１】
　第１態様に関連して、第１態様の第２の実装例において、ＤＣＩが、少なくとも１つの
伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使
用されることは、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットが第１の情報フィールドを含み、伝送タイ
ミングセットにおける伝送タイミング値が第１の情報フィールドに基づいて示されること
を含む。少なくとも１つの伝送タイミングセットが少なくとも２つの伝送タイミングセッ
トである場合、ＤＣＩが、少なくとも１つの伝送タイミングセットにおける伝送タイミン
グ値を決定するよう端末に命令するために使用されることは、ＤＣＩのＤＣＩフォーマッ
トが第２の情報フィールドをさらに含み、少なくとも１つの伝送タイミングセットのうち
の１つが、第２の情報フィールドに基づいて決定されることをさらに含む。
【００１２】
　第１態様に関連して、第１態様の第３の実装例において、少なくとも１つの伝送タイミ
ングセットは第１のサブキャリアセットを含み、第１のサブキャリアセットにおける伝送
タイミング値は、サブキャリア幅によって決まる。サブキャリア幅が変化すると、それに
応じて第１のサブキャリアセットにおける対応する伝送タイミング値が変化する。
【００１３】
　第１態様に関連して、第１態様の第４の実装例において、少なくとも１つの伝送タイミ
ングセットは、第１のサブキャリアセットおよび第２のサブキャリアセットを含み、第１
のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値は、第１のサブキャリア幅に基づいて決
定され、第２のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値は、第２のサブキャリア幅
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に基づいて決定され、第１のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値のうちの少な
くとも１つは、第２のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値とは異なる。
【００１４】
　第１態様、または第１態様の第１から第３の実装例のいずれか１つに関連して、第１態
様の第４の実装例において、ＤＣＩを端末に送信する段階は、基地局が一次制御チャネル
を介してＤＣＩを端末に送信する段階、または、基地局が一次制御チャネルおよび二次制
御チャネルを介してＤＣＩを端末に送信する段階であって、ＤＣＩは二次制御チャネルに
配置される、段階を有する。
【００１５】
　第１態様、または第１態様の第１から第３の実装例のいずれか１つに関連して、第１態
様の第５の実装例において、伝送タイミング値とは、基地局による端末へのダウンリンク
データの送信と、基地局による、端末が送信したアップリンク送達確認情報の受信との間
隔に関する情報、または、基地局による端末へのアップリンクスケジューリング情報の送
信と、端末によるアップリンクデータの送信との間隔に関する情報のうちの１または複数
であり、間隔に関する情報は、スロット数を含む。
【００１６】
　第２態様においては、伝送タイミング情報受信方法が提供される。当該方法は、端末が
基地局から上位層シグナリングとダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）とを受信する段階であ
って、上位層シグナリングは、伝送タイミング値を示すために使用される少なくとも１つ
の伝送タイミングセットを有し、少なくとも１つの伝送タイミングセットの各々は少なく
とも１つの伝送タイミング値を含み、ＤＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミングセット
の中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用され、少なくとも１
つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機能のうちの少
なくとも１つの因子に関連している、段階と、ＤＣＩに基づいて少なくとも１つの伝送タ
イミングセットの中から伝送タイミング値を決定する段階と、決定された伝送タイミング
値に対応するスロットにおいてフィードバック情報を送信する段階とを備える。
【００１７】
　第２態様に関連して、第２態様の第１の実装例において、ＤＣＩに基づいて少なくとも
１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定する段階は、端末がＤＣＩ
のフォーマットに基づいて少なくとも１つの伝送タイミングセットのうちの１つを決定す
る段階と、ＤＣＩに含まれる情報フィールドにおいて搬送される指示情報に基づいて、決
定された伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定する段階とを有する。
【００１８】
　第２態様に関連して、第２態様の第２の実装例において、端末が一次制御チャネルおよ
び二次制御チャネルを介してＤＣＩを取得する場合、ＤＣＩに基づいて少なくとも１つの
伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定する段階は、端末が一次制御チャ
ネルからリソーススケジューリング指示情報を取得する段階と、リソーススケジューリン
グ指示情報に基づいて二次制御チャネルの時間周波数リソース位置を決定する段階と、二
次制御チャネルの時間周波数リソース位置において搬送されるＤＣＩに基づいて少なくと
も１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定する段階とを有する。
【００１９】
　第３態様においては、基地局がさらに提供される。基地局は、上位層シグナリングを構
成するよう構成される処理ユニットであって、上位層シグナリングは、伝送タイミング値
を示すために使用される少なくとも１つの伝送タイミングセットを有し、少なくとも１つ
の伝送タイミングセットの各々は少なくとも１つの伝送タイミング値を含み、少なくとも
１つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機能のうちの
少なくとも１つの因子に関連している、処理ユニットと、上位層シグナリングを端末に送
信するよう構成される送受信ユニットとを備える。処理ユニットはさらに、ダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ）を決定するよう構成され、ＤＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミン
グセットの中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用され、決定
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された伝送タイミング値は、端末が使用するよう命令される、フィードバック情報を送信
するときに使用するスロットであり、送受信ユニットはさらに、ＤＣＩを端末に送信する
よう構成される。加えて、基地局はさらに、第１態様の第１から第５の実装例のいずれか
１つの実装例の方法の段階の全部または一部を実装するよう構成される。
【００２０】
　第４態様においては、端末がさらに提供される。端末は、上位層シグナリングおよびダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するよう構成される送受信ユニットであって、上位
層シグナリングは、伝送タイミング値を示すために使用される少なくとも１つの伝送タイ
ミングセットを有し、少なくとも１つの伝送タイミングセットの各々は少なくとも１つの
伝送タイミング値を含み、ＤＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝
送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用され、少なくとも１つの伝送タ
イミングセットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機能のうちの少なくとも１
つの因子に関連している、送受信ユニットと、ＤＣＩに基づいて少なくとも１つの伝送タ
イミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう構成される処理ユニットとを備
える。送受信ユニットはさらに、決定された伝送タイミング値に対応するスロットにおい
てフィードバック情報を送信するよう構成される。加えて、端末はさらに、第２態様の第
１または第２の実装例の方法の段階の全部または一部を実装するよう構成される。
【００２１】
　第５態様においては、伝送タイミング情報送信システムがさらに提供される。当該シス
テムは、基地局と少なくとも１つの端末とを備え、基地局は、上位層シグナリングを構成
し、上位層シグナリングを端末に送信するよう構成され、上位層シグナリングは、伝送タ
イミング値を示すために使用される少なくとも１つの伝送タイミングセットを有し、少な
くとも１つの伝送タイミングセットの各々は少なくとも１つの伝送タイミング値を含み、
少なくとも１つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機
能のうちの少なくとも１つの因子に関連しており、基地局はさらに、ダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）を決定し、ＤＣＩを端末に送信するよう構成され、ＤＣＩは、少なくとも１
つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するため
に使用され、決定された伝送タイミング値は、端末が使用するよう命令される、フィード
バック情報を送信するときに使用するスロットであり、端末は、基地局から上位層シグナ
リングとダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）とを受信し、ＤＣＩに基づいて少なくとも１つ
の伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定し、決定された伝送タイミング
値に対応するスロットにおいてフィードバック情報を送信するよう構成される。
【００２２】
　第６態様においては、コンピュータ記憶媒体がさらに提供される。コンピュータ記憶媒
体はプログラムを記憶することができ、プログラムは、本発明において提供される伝送タ
イミング情報送信方法および伝送タイミング情報受信方法の実装例の段階の一部または全
部を実行してよい。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本出願の実施形態における技術的解決手段をより明確に説明するべく、実施形態の説明
に必要な添付図面を以下で簡潔に説明する。
【００２４】
【図１】本出願の一実施形態に係る伝送タイミング情報送信方法の概略フローチャートで
ある。
【００２５】
【図２】本出願の一実施形態に係る、一次制御チャネルおよび二次制御チャネルの時間周
波数リソース位置の概略構造図である。
【００２６】
【図３】本出願の一実施形態に係る伝送タイミング情報受信方法の概略フローチャートで
ある。
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【００２７】
【図４】本出願の一実施形態に係る、異なるサービスタイプに基づいて異なる伝送タイミ
ングを示すことについての概略図である。
【００２８】
【図５】本出願の一実施形態に係る基地局の概略構造図である。
【００２９】
【図６】本出願の一実施形態に係る端末の概略構造図である。
【００３０】
【図７】本出願の一実施形態に係る基地局のハードウェア構造の他の概略図である。
【００３１】
【図８】本出願の一実施形態に係る端末のハードウェア構造の他の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下の説明を容易にし、本出願を明確に説明するべく、以下ではまず、本出願において
使用される可能性のある概念を簡潔に説明する。
【００３３】
　本出願の実施形態の通信システムは、ＬＴＥシステムまたは第５世代システムであって
よい。通信システムは、少なくとも１つの端末と少なくとも１つのネットワークデバイス
とを備える。
【００３４】
　端末は、ユーザに情報および／またはデータの接続を提供するデバイス、無線接続機能
を有するハンドヘルドデバイス、または、無線モデムに接続される別の処理デバイスであ
ってよい。端末は、無線アクセスネットワーク（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ、ＲＡＮ）を使用することによって１または複数のコアネットワークと通信してよい
。端末は、携帯電話（または「セルラ」電話と称される）などのモバイル端末か、または
、モバイル端末を備えたコンピュータ、例えば、音声および／またはデータを無線アクセ
スネットワークと交換するポータブルの、ポケットサイズの、手持ち式の、コンピュータ
内蔵の、または車載のモバイル装置であってよい。例えば、端末は、パーソナル通信サー
ビス（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｅｒｖｉｃｅ、ＰＣＳ）電
話、コードレス電話機、セッション開始プロトコル（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉ
ｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ、ＳＩＰ）電話、無線ローカルループ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏ
ｃａｌ　ｌｏｏｐ、ＷＬＬ）局、または、パーソナルデジタルアシスタント（ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ、ＰＤＡ）などのデバイスであってよい。
端末は、システム、加入者ユニット（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｕｎｉｔ、ＳＵ）、加入者
局（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＳＳ）、移動局（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔ
ｉｏｎ、ＭＳ）、リモート局（ｒｅｍｏｔｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＲＳ）、アクセスポイン
ト（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ、ＡＰ）、リモート端末（ｒｅｍｏｔｅ　ｔｅｒｍｉｎａ
ｌ、ＲＴ）、アクセス端末（ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｒｍｉｎａｌ、ＡＴ）、ユーザ端末（ｕ
ｓｅｒ　ｔｅｒｍｉｎａｌ、ＵＴ）、ユーザエージェント（ｕｓｅｒ　ａｇｅｎｔ、ＵＡ
）、ユーザデバイス、またはユーザ機器（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）とも称
されてよい。ネットワークデバイスは、基地局、進化型基地局、スケジューリング機能を
有する中継局、または基地局機能を有するデバイス等であってよい。基地局は、ＬＴＥシ
ステムの進化型ノードＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ、ｅＮＢ）であってよく、または
別のシステムの基地局であってよい。このことは、本出願の実施形態において限定されな
い。以下は、一例として基地局を使用した説明となっている。
【００３５】
　本出願の実施形態では、伝送タイミングは、端末による、基地局が送信したダウンリン
クデータの受信と、端末による、基地局へのアップリンク送達確認情報のフィードバック
との間隔を示すために使用されるか、または、基地局による、端末へのアップリンクスケ
ジューリング情報の送信と、端末によるアップリンクデータの送信との間隔を示すために
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使用される。伝送タイミングは、例えばＨＡＲＱタイミングである。
【００３６】
　本出願の実施形態では、フィードバックされたアップリンク送達確認情報またはフィー
ドバック情報は、肯定応答（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ、ＡＣＫ）情報と否定応答
（ｎｅｇａｔｉｖｅ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｍｅｎｔ、ＮＡＣＫ）情報とを含んでよい。
基地局は、受信したＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報に基づいてデータパケットを再伝送するか否か
を判断する。基地局がＡＣＫ情報を受信した場合、基地局は、新しいデータパケットの伝
送を開始する。基地局が端末によってフィードバックされたＮＡＣＫ情報を受信した場合
、基地局はデータパケットの再伝送動作を開始する。
【００３７】
　本出願の一実施形態は、伝送タイミング構成の自由度を向上させ、ＤＣＩ指示情報のオ
ーバーヘッドを低減するための伝送タイミング情報送信方法を提供する。図１に示すよう
に、当該方法は以下の段階を備える。
【００３８】
　段階１０１：基地局が、上位層シグナリングを構成する。ここで、上位層シグナリング
は、伝送タイミング値を示すために使用される少なくとも１つの伝送タイミングセットを
有し、少なくとも１つの伝送タイミングセットの各々は少なくとも１つの伝送タイミング
値を含み、少なくとも１つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、端
末機能、およびシステムアップリンクダウンリンク構成等のうちの少なくとも１つの因子
に関連している。
【００３９】
　システムアップリンクダウンリンク構成は、システムにおけるスロットのスロットタイ
プの組み合わせ関係である。例えば、連続する１０個のスロットずつで１つのグループを
構成し、グループ内の各スロットは、全てがアップリンクのスロット、全てがダウンリン
クのスロット、主にアップリンクのスロット、または主にダウンリンクのスロットである
。
【００４０】
　ＴＤＤ方式は、半静的ＴＤＤシステムおよび動的ＴＤＤシステムを含む。半静的ＴＤＤ
システムでは、各スロットのスロットタイプは、上位層シグナリングを使用することによ
って示されるか、または予め規定された方式で決定される。動的ＴＤＤシステムでは、各
スロットのスロットタイプは、物理層シグナリングを使用することによって通知される。
スロットタイプは、全てがアップリンクのスロット、全てがダウンリンクのスロット、主
にアップリンクのスロット、または主にダウンリンクのスロットを含む。
【００４１】
　基地局が上位層シグナリングを構成することは、具体的に、基地局が、端末機能、サブ
キャリア幅、ＴＤＤ方式、およびシステムアップリンクダウンリンク構成のうちの１また
は複数の因子に基づく異なる伝送タイミングセットを、分けることによって取得すること
を含む。各伝送タイミングセットは、少なくとも１つの伝送タイミング値を含む。例えば
、上位層シグナリングは、第１の伝送タイミングセットおよび／または第２の伝送タイミ
ングセットを有し、当該セットにおける各値が伝送タイミング値である。
【００４２】
　第１の伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値と第２の伝送タイミングセット
における伝送タイミング値とは、異なるサービスに対応する異なる値、異なる端末機能に
対応する異なる値、または、異なるＴＤＤ方式に対応する異なる値もしくは異なるアップ
リンクダウンリンクサブフレーム構成に対応する異なる値であってよい。例えば、第１の
伝送タイミングセットは、データ処理機能の高い端末に対して構成され、第２の伝送タイ
ミングセットは、データ処理機能の低い端末に対して構成されるか、または、第１の伝送
タイミングセットはアップリンクダウンリンク構成に基づいて第１の構成のシステムに対
して構成され、第２の伝送タイミングセットは、アップリンクダウンリンク構成に基づい
て第２の構成のシステムに対して構成される。ここで、第１の構成は第２の構成とは異な
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り、または、システムは、半静的ＴＤＤシステム用の第１の伝送タイミングセットを構成
し、また、動的ＴＤＤシステム用の第２の伝送タイミングセットを構成する。加えて、送
信予定のＤＣＩが配置される時間周波数リソースに基づいて、異なる伝送タイミングセッ
トが決定および構成されてよい。
【００４３】
　伝送タイミング値は、基地局による端末へのダウンリンクデータの送信と、基地局によ
る、端末が送信したアップリンク送達確認情報の受信との間隔に関する情報、または、基
地局による端末へのアップリンクスケジューリング情報の送信と、端末によるアップリン
クデータの送信との間隔に関する情報であってよい。間隔に関する情報は、スロット数を
含む。例えば、基地局はサブフレームまたはスロットｎにおいてダウンリンクデータを送
信し、端末は、サブフレームまたはスロットｎ＋ｋにおいてアップリンク送達確認情報を
送信する。ここで、ｋの値は、上位層シグナリングにおいて構成された伝送タイミング値
セットにおける値である。
【００４４】
　任意で、端末が特定の状況にあるとき、少なくとも１つの伝送タイミングセットは無効
になり、当該伝送タイミングセットにおける値はもはや適用可能ではなくなる。かかる特
定の状況とは、例えば、セルのハンドオーバまたはＲＲＣ接続再設定であってよい。
【００４５】
　任意で、伝送タイミングセットにおけるタイミング値は、少なくとも１つのデフォルト
値をさらに含んでよい。少なくとも１つの伝送タイミングセットが無効である場合、端末
は、デフォルト値に基づいて伝送タイミング値を決定する。例えば、伝送タイミング値は
デフォルト値に等しい。
【００４６】
　任意で、デフォルト値は、システムによって予め規定されてよい。具体的には、デフォ
ルト値は、基地局および端末が事前に知り得る値、または、構成され得る値であってよい
。例えば、端末は、受信したシステム情報またはランダムアクセスに関連する情報に基づ
いて値を決定してよい。ランダムアクセスに関連する情報は、端末が最初のアクセスを行
うときに基地局が送信する第２のメッセージまたは第４のメッセージであってよい。
【００４７】
　端末が使用する少なくとも１つのタイミングセットが無効になった後、基地局が新しい
タイミング値を使用するにもかかわらず端末が無効なタイミング値を使用した場合、デー
タがうまく伝送されない場合がある、という技術的課題が、デフォルト値を設定すること
で解決され得る。
【００４８】
　段階１０２：基地局が、上位層シグナリングを端末に送信する。
【００４９】
　段階１０３：基地局が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を決定する。ここで、ＤＣＩ
は、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう端
末に命令するために使用され、決定された伝送タイミング値は、端末が使用するよう命令
される、フィードバック情報を送信するときに使用するスロットである。
【００５０】
　具体的には、ＤＣＩは、第１の伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値と第２
の伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値とを示す情報フィールドを含む。例え
ば、ＤＣＩは伝送タイミング値を示す情報フィールドを含み、情報フィールドは、伝送タ
イミングセットにおける特定の伝送タイミング値を示すために使用される。この場合、Ｄ
ＣＩは、現在のサブフレームにスケジューリングされたダウンリンクデータの送達確認情
報のフィードバックのための間隔を端末に対して示すために使用される２ビットの指示フ
ィールドを含む。ＤＣＩの値が"００"である場合、当該セットにおける対応する伝送タイ
ミング値はｋ１である。端末がＤＣＩを受信するとき、それは、伝送タイミング値が"０
０"であることを示し、端末は、スロットまたはサブフレームｎ＋ｋ１において基地局に
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ＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの送達確認情報をフィードバックする。
【００５１】
　伝送タイミング情報指示方式は、ＤＣＩのフォーマットと第１の情報フィールドとを併
用して伝送タイミング値を示す。具体的な指示プロセスは、ＤＣＩのＤＣＩフォーマット
が第１の情報フィールドを含み、基地局が第１の情報フィールドに基づいて伝送タイミン
グセットにおける伝送タイミング値を示すことを含む。ここで、２またはそれより多い伝
送タイミングセットが存在する場合、ＤＣＩはこれらの伝送タイミングセットの中から伝
送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用され、基地局は、ＤＣＩのＤＣ
Ｉフォーマットであって、紐付け関係を有するセットにおける伝送タイミング値を示すた
めに使用される第１の情報フィールドを含むＤＣＩフォーマット、に基づいて少なくとも
１つの伝送タイミングセットのうちの１つを決定するか、または、ＤＣＩによって占有さ
れる制御チャネル時間周波数リソースにおいて送信を行い、制御チャネル時間周波数リソ
ースに基づいて、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から少なくとも１つの伝送
タイミングセットを決定することを含む。
【００５２】
　別の伝送タイミング情報指示方式は、第１の情報フィールドと第２の情報フィールドと
を併用して伝送タイミング値を示す。具体的には、ＤＣＩのフォーマットが使用されてよ
く、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットは第１の情報フィールドを含み、伝送タイミングセット
における伝送タイミング値は、第１の情報フィールドに基づいて示される。２またはそれ
より多い伝送タイミングセットが含まれるとき、ＤＣＩは、これらの伝送タイミングセッ
トの中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用され、加えて、Ｄ
ＣＩのＤＣＩフォーマットは第２の情報フィールドをさらに含んでよく、第２の情報フィ
ールドは、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミングセットを決定
するために使用される。
【００５３】
　任意で、当該伝送タイミングセットにおけるタイミング値が段階１０１で説明したよう
な少なくとも１つのデフォルト値をさらに含むとき、段階１０３において任意で、基地局
が、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）であって、少なくとも１つの伝送タイミングセット
の中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用されるＤＣＩ、を決
定することは、ＤＣＩの指示フィールドが、デフォルト値を使用するよう端末に命令する
ことを含む。例えば、上述の例で説明したように、ＤＣＩは、現在のサブフレームにスケ
ジューリングされたダウンリンクデータの伝送送達確認情報をフィードバックするための
間隔を端末に示すために使用される２ビットの指示フィールドを含む。ＤＣＩの値が"０
０"である場合、当該セットにおける対応する伝送タイミング値は、デフォルト値に基づ
いて決定される。指示情報が"０１，１０，１１"であるとき、指示情報は、当該タイミン
グセットにおける残りの値に基づいて伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するた
めに使用される。
【００５４】
　段階１０４：基地局が、ＤＣＩを端末に送信する。
【００５５】
　基地局がＤＣＩを送信するとき、ＤＣＩの指示情報によって示されるスロットは、アッ
プリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するために使用することができるアップリンク伝送リソ
ースを含む必要があり、アップリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するための特定の時間周波
数リソース位置は、スケジューリングされたダウンリンク伝送データとの紐付け関係を有
してよい。例えば、アップリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫの周波数ドメインリソース情報は、ス
ケジューリングされたダウンリンク伝送リソースの第１のＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ、物理リソースブロック）の周波数ドメイン位置との紐付け
関係を有する。
【００５６】
　基地局は、一次制御チャネルを介してＤＣＩを端末に送信するか、または一次制御チャ
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ネルと二次制御チャネルとの両方を介してＤＣＩを端末に送信してよい。後者の場合、Ｄ
ＣＩは、二次制御チャネルに配置される。
【００５７】
　図２に示すように、図２は、２つのレベルの制御チャネルの概略構造図である。一次制
御チャネルは、スロットまたはサブフレームの全体の制御エリアに位置し、二次制御チャ
ネルは、当該サブフレームのデータエリアに位置している。ＤＣＩが一次制御チャネルお
よび二次制御チャネルの両方を介して送信される場合、一次制御チャネルはリソーススケ
ジューリング指示情報を含み、リソーススケジューリング指示情報は、二次制御チャネル
におけるＤＣＩの時間周波数リソース位置を示すために使用される。二次制御チャネルは
、伝送タイミング値を示す情報を搬送するために使用される。
【００５８】
　上位層シグナリングとダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）とを併用することによって伝送
タイミングを示すための方法によると、少なくとも１つの伝送タイミング値セットは、事
前に上位層シグナリングにおいて構成され、ＤＣＩは、当該セットの中から特定の伝送タ
イミング値を選択するよう命令するために使用される。各伝送タイミングセットにおける
値要素はシステムの現在のサービス状況およびサブフレーム構成などの因子に基づいて決
定されるので、端末が、少なくとも１つの伝送タイミングセットを含む上位層シグナリン
グを受信する場合、基地局は、端末の伝送タイミング値の指示を保持するためだけにＤＣ
Ｉを使用すればよい。そうすることで、比較的長い情報ビットの保持が回避され、制御情
報オーバーヘッドが低減される。
【００５９】
　さらに、基地局がＤＣＩと伝送タイミングセットとの間の対応関係を構成するプロセス
は、以下のケースを含む。
【００６０】
　あるケースでは、基地局は、ＤＣＩフォーマットに基づいて少なくとも１つの伝送タイ
ミングセットとの紐付け関係を確立し、それによって、端末は、ＤＣＩフォーマットに基
づいて伝送タイミングセットを決定することができる。ＤＣＩフォーマットは、第１の情
報フィールドを含む。第１の情報フィールドは、紐付け関係を有する当該セットにおける
伝送タイミング値を示すために使用される。例えば、第１の情報フィールドは、第１のセ
ットにおける特定の値を含む。
【００６１】
　別のケースでは、紐付け関係が、ＤＣＩフォーマットと２またはそれより多い伝送タイ
ミングセットとの間に確立される。具体的には、ＤＣＩフォーマットは第１の情報フィー
ルドおよび第２の情報フィールドを含む。第１の情報フィールドは、伝送タイミングセッ
トとの紐付け関係を有し、第１の情報フィールドは、複数のセットの中の、当該紐付け関
係を有する伝送タイミングセットを示すために使用される。第２の情報フィールドは、紐
付け関係を有する当該セットにおける伝送タイミング値を示すために使用される。
【００６２】
　さらに別のケースでは、基地局は代替的に、制御チャネル時間周波数リソースに基づい
て、少なくとも１つの伝送タイミングセットとの紐付け関係を確立してよい。具体的には
、制御チャネル時間周波数リソースは複数のエリアを含み、各エリアはＤＣＩを送信する
ために使用され、各エリアは、伝送タイミングセットに対応している。ＤＣＩを受信した
後、端末は、ＤＣＩが配置される制御チャネル時間周波数リソースのエリアに関する情報
に基づいて、当該ＤＣＩに対応する伝送タイミングセットを決定する。
【００６３】
　さらに別のケースでは、基地局は、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットに含まれる情報ビット
の長さに基づいて、異なる伝送タイミングセットとの紐付け関係を確立する。例えば、第
１の伝送タイミングセットと閾値より短い情報ビット長のＤＣＩとの間で、紐付け関係が
確立され、第２の伝送タイミングセットと閾値より長いかまたはそれに等しいビット長の
ＤＣＩとの間で、紐付け関係が確立される。
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【００６４】
　上述においてはいくつかの紐付け関係確立ケースだけが列挙されているのであって、上
述のケースに限定されるわけではないことに留意されたい。基地局は代替的に、サブキャ
リア幅およびアップリンクダウンリンクサブフレーム構成などの因子に基づいて、伝送タ
イミングセットとＤＣＩとの間の紐付け関係を確立してよい。例えば、基地局は、サブキ
ャリア幅に基づいてＤＣＩを決定し、ＤＣＩは、サブキャリア幅に対応する伝送タイミン
グ値を示すために使用され、ＤＣＩは、当該サブキャリア幅に対応する伝送タイミングセ
ットとの紐付け関係を有する。
【００６５】
　伝送タイミング値指示の自由度を向上させるべく、伝送タイミングセットにおける伝送
タイミング値は、ＤＣＩによって異なる。
【００６６】
　さらに、上位層シグナリングにおける少なくとも１つの伝送タイミングセットは第１の
サブキャリアセットを含み、第１のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値は、サ
ブキャリア幅によって決まる。サブキャリア幅が変化すると、第１のサブキャリアセット
における対応する伝送タイミング値も変化する。
【００６７】
　例えば、第１の時点において、基地局は、その時点のサブキャリア幅に基づいて第１の
ＤＣＩを決定し、第１のＤＣＩは、第１のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値
を示すために使用され、第１の時点の後の時点、例えば第２の時点、において、基地局は
、第２の時点のサブキャリア幅に基づいて第２のＤＣＩを生成する。基地局は、伝送タイ
ミングセットを調整するよう上位層シグナリングを構成することによって、および、ＤＣ
Ｉの指示を使用することによって、伝送タイミングを高い自由度で示す。
【００６８】
　あるいは、２またはそれより多い伝送タイミングセットがサブキャリア幅に関連してい
る場合、紐付け関係の構成および確立の方式は、異なる時点における異なるサブキャリア
幅に基づいて異なる伝送タイミングセットを構成することであってよい。第１のサブキャ
リアセットおよび第２のサブキャリアセットという２つの伝送タイミングセットが、一例
として使用される。第１のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値は、第１のサブ
キャリア幅に基づいて決定され、第２のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値は
、第２のサブキャリア幅に基づいて決定される。システム構成が第１のサブキャリア幅で
あるとき、基地局はＤＣＩを決定し、当該ＤＣＩは、第１のサブキャリアセットに対応し
ている。システム構成が第２のサブキャリア幅であるとき、基地局はＤＣＩを決定し、当
該ＤＣＩは、第２のサブキャリアセットに対応している。第１のサブキャリア幅および第
２のサブキャリア幅は、周波数分割多重方式または時間分割多重方式で、同じシステムに
おいて構成されてよい。この実施形態では、基地局がＤＣＩにおいて示される伝送タイミ
ング値をサブキャリア幅に基づいて決定する例は、情報指示の自由度をさらに向上させる
。
【００６９】
　本出願の別の実施形態では、受信側において、伝送タイミング情報受信方法がさらに提
供される。図３に示すように、当該方法は以下の段階を備える。
【００７０】
　段階３０１：端末が、基地局から上位層シグナリングおよびダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）を受信する。
【００７１】
　上位層シグナリングは、伝送タイミング値を示すために使用される少なくとも１つの伝
送タイミングセットを有する。少なくとも１つの伝送タイミングセットの各々は、少なく
とも１つの伝送タイミング値を含む。ＤＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミングセット
の中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用される。少なくとも
１つの伝送タイミングセットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機能等のうち
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の少なくとも１つの因子に関連している。
【００７２】
　さらに、端末はまず、基地局が送信した上位層シグナリングを受信し、次に、ＤＣＩを
受信してよい。あるいは、端末は、基地局が送信した上位層シグナリングおよびＤＣＩを
同時に受信する。あるいは、上位層シグナリングが端末において予め構成されているか、
または端末によって取得されている場合、基地局が送信したＤＣＩは、ＤＣＩを受信する
前に上位層シグナリングを取得する必要なく、直接受信されてよい。
【００７３】
　基地局が上位層シグナリングを分割し、ＤＣＩを構成するプロセスは、上述の実施形態
において説明された方法と同じである。ここでは詳細を繰り返さない。
【００７４】
　段階３０２：端末が、ＤＣＩに基づいて少なくとも１つの伝送タイミングセットの中か
ら伝送タイミング値を決定し、決定された伝送タイミング値に対応するスロットにおいて
データ情報および／またはフィードバック情報を基地局に送信する。
【００７５】
　考えられる実装例は次のようなものである。上位層シグナリングおよびＤＣＩを取得し
た後、端末はまず、ＤＣＩのフォーマットに基づいて少なくとも１つの伝送タイミングセ
ットの中から伝送タイミングセットを決定し、次に、ＤＣＩに含まれる情報フィールドに
おいて搬送された指示情報に基づいて、決定された伝送タイミングセットの中から伝送タ
イミング値を決定する。情報フィールドは、ビット値、リソース割り当て、および変調方
法などの指示情報を含む。
【００７６】
　端末が２またはそれより多いＤＣＩを取得した場合、端末は、各ＤＣＩと伝送タイミン
グセットとの間の紐付け関係に基づいて、各ＤＣＩに対応する伝送タイミングセットを決
定し、次に、ＤＣＩの情報フィールドに基づいて当該セットの中から伝送タイミング値を
決定してよい。例えば、端末は、１つのスロットにおいて、第１のＤＣＩおよび第２のＤ
ＣＩと表される２つのＤＣＩを受信し、２つのＤＣＩのフォーマットが異なり、第１のＤ
ＣＩに含まれる情報フィールドは、第２のＤＣＩに含まれる情報フィールドとは異なる。
第１のＤＣＩの情報フィールドは、リソース割り当て、変調方法、および伝送タイミング
情報などの情報を含む。第２のＤＣＩの情報フィールドは、変調方法および伝送タイミン
グ情報等を含む。
【００７７】
　ＤＣＩと伝送タイミングセットとの間の対応関係の決定中、第１のＤＣＩに含まれる情
報ビットの長さが第２のＤＣＩに含まれる情報ビットの長さとは異なるという場合が考え
られる。伝送タイミングセットを構成するとき、基地局は、情報ビット長に基づいて伝送
タイミングセットとＤＣＩとの間の紐付け関係を確立してよい。例えば、第１のセットと
指定された閾値より短い情報ビット長のＤＣＩとの間で紐付け関係が確立され、当該閾値
より長い情報ビット長のＤＣＩは、第２のセットに紐付けられる。次に、第１のセットに
おける伝送タイミング値と第２のセットにおける伝送タイミング値とが、第１のＤＣＩに
おいて保持される情報と第２のＤＣＩにおいて保持される情報とに基づいて決定される。
【００７８】
　別の考えられるケースでは、第１のＤＣＩまたは第２のＤＣＩは、情報フィールドが配
置されるＤＣＩに対応する第１の伝送タイミングセットまたは第２の伝送タイミングセッ
トを示すために使用される情報フィールドを含む。具体的には、情報フィールドは、１ビ
ットの指示情報を含み、ビット値が"０"のとき、端末は第１の伝送タイミングセットを決
定し、ビット値が"１"のとき、端末は第２の伝送タイミングセットを決定する。
【００７９】
　あるいは、端末が一次制御チャネルおよび二次制御チャネルを介してＤＣＩを取得する
場合、ＤＣＩに基づいて少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング
値を決定する段階は、端末が一次制御チャネルからリソーススケジューリング指示情報を
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取得する段階と、リソーススケジューリング指示情報に基づいて二次制御チャネルの時間
周波数リソース位置を決定する段階と、二次制御チャネルの時間周波数リソース位置にお
いて搬送されるＤＣＩに基づいて少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タ
イミング値を決定する段階とを有する。
【００８０】
　この実施形態において提供される方法によると、少なくとも１つのタイミング値セット
は、まず上位層シグナリング使用することによって構成され、次に、特定のタイミング値
が、物理層の制御指示情報ＤＣＩを使用することによって示される。このようにして、高
い自由度で伝送タイミング値が構成され、複数のタイミング関係を物理層の指示情報と共
に動的に示すことができる。
【００８１】
　加えて、各ＤＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミングセットに紐付けられる。そのよ
うな紐付けは、ＤＣＩフォーマット、ＤＣＩの情報ビット長、およびサブキャリア幅等に
基づいて行われてよく、それによって、ＤＣＩと伝送タイミング値セットとの間の暗黙的
に示された関係を確立する。これにより、ＤＣＩのシグナリングオーバーヘッドが低減さ
れる。
【００８２】
　図５を参照すると、図５は、本出願に係る基地局一実施形態の概略構造図である。基地
局は、図１に関連する一実施形態の伝送タイミング情報送信方法を行うよう構成されてよ
い。
【００８３】
　図５に示すように、基地局は、送受信ユニット５０１および処理ユニット５０２を備え
る。送受信ユニット５０１および処理ユニット５０２に加えて、基地局は、記憶ユニット
などの他のユニットまたはモジュールを備えてよい。
【００８４】
　一実施形態において、処理ユニット５０２は、上位層シグナリングを構成するよう構成
される。ここで、当該上位層シグナリングは、伝送タイミング値を示すために使用される
少なくとも１つの伝送タイミングセットを有し、少なくとも１つの伝送タイミングセット
の各々は少なくとも１つの伝送タイミング値を含み、少なくとも１つの伝送タイミングセ
ットは、サブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機能等のうちの少なくとも１つの因子
に関連している。
【００８５】
　送受信ユニット５０１は、上位層シグナリングを端末に送信するよう構成される。
【００８６】
　処理ユニット５０２はさらに、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を決定するよう構成さ
れる。ここで、ＤＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミン
グ値を決定するよう端末に命令するために使用され、決定された伝送タイミング値は、端
末が使用するよう命令される、フィードバック情報を送信するときに使用するスロットで
ある。
【００８７】
　送受信ユニット５０１はさらに、ＤＣＩを端末に送信するよう構成される。
【００８８】
　伝送タイミング値は、基地局による端末へのダウンリンクデータの送信と、基地局によ
る、端末が送信したアップリンク送達確認情報の受信との間隔に関する情報、または、基
地局による端末へのアップリンクスケジューリング情報の送信と、端末によるアップリン
クデータの送信との間隔に関する情報を含む。間隔に関する情報は、スロット数を含む。
【００８９】
　任意で、ＤＣＩが、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値
を決定するよう端末に命令するために使用されることは、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットが
第１の情報フィールドを含み、伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値が第１の
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情報フィールドに基づいて示されることを含む。少なくとも１つの伝送タイミングセット
が少なくとも２つの伝送タイミングセットである場合、ＤＣＩが、少なくとも１つの伝送
タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用さ
れることは、当該少なくとも１つの伝送タイミングセットのうちの１つが、ＤＣＩのＤＣ
Ｉフォーマットに基づいて決定され、ＤＣＩフォーマットが第１の情報フィールドを含み
、第１の情報フィールドは、紐付け関係を有するセットにおける伝送タイミング値を示す
ために使用されること、または、ＤＣＩによって占有される制御チャネル時間周波数リソ
ースにおいて送信が行われ、少なくとも２つの伝送タイミングセットのうちの少なくとも
１つが制御チャネル時間周波数リソースに基づいて決定されること、をさらに含む。
【００９０】
　任意で、ＤＣＩが、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値
を決定するよう端末に命令するために使用されることは、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットが
第１の情報フィールドを含み、伝送タイミングセットにおける伝送タイミング値が第１の
情報フィールドに基づいて示されることを含む。少なくとも１つの伝送タイミングセット
が少なくとも２つの伝送タイミングセットである場合、ＤＣＩが、少なくとも１つの伝送
タイミングセットにおいて伝送タイミング値を決定するよう端末に命令するために使用さ
れることは、ＤＣＩのＤＣＩフォーマットが第２の情報フィールドをさらに含み、少なく
とも１つの伝送タイミングセットのうちの１つが第２の情報フィールドに基づいて決定さ
れることをさらに含む。
【００９１】
　任意で、処理ユニット５０２はさらに、ＤＣＩフォーマットに基づいて、少なくとも１
つの伝送タイミングセットとの紐付け関係を確立するよう構成されてよい。ＤＣＩフォー
マットは第１の情報フィールドを含み、第１の情報フィールドは、当該紐付け関係を有す
るセットにおける伝送タイミング値を示すために使用される。
【００９２】
　任意で、処理ユニット５０２はさらに、ＤＣＩフォーマットに基づいて、少なくとも２
つの伝送タイミングセットとの紐付け関係を確立するよう構成されてよい。ＤＣＩのフォ
ーマットは、第１の情報フィールドおよび第２の情報フィールドを含み、第１の情報フィ
ールドは、ＤＣＩと、少なくとも２つの伝送タイミングセットのうちの１つとの間の紐付
け関係が存在することを示すために使用され、第２の情報フィールドは、当該紐付け関係
を有するセットにおける伝送タイミング値を示すために使用される。
【００９３】
　任意で、少なくとも１つの伝送タイミングセットは第１のサブキャリアセットを含み、
第１のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値は、サブキャリア幅によって決まる
。
【００９４】
　任意で、少なくとも１つの伝送タイミングセットは、第１のサブキャリアセットおよび
第２のサブキャリアセットを含み、第１のサブキャリアセットにおける伝送タイミング値
は、第１のサブキャリア幅に基づいて決定され、第２のサブキャリアセットにおける伝送
タイミング値は、第２のサブキャリア幅に基づいて決定され、第１のサブキャリアセット
における伝送タイミング値のうちの少なくとも１つは、第２のサブキャリアセットにおけ
る伝送タイミング値とは異なる。
【００９５】
　任意で、送受信ユニット５０１は、具体的に、一次制御チャネルを介してＤＣＩを端末
に送信するか、または、一次制御チャネルおよび二次制御チャネルを介してＤＣＩを端末
に送信するよう構成されてよい。後者の場合、ＤＣＩは、二次制御チャネルに配置される
。
【００９６】
　任意で、記憶ユニットは、上位層シグナリングと生成されたＤＣＩ情報とを記憶し、端
末からのデータまたは情報、例えばＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報、を記憶するよう構成される。
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【００９７】
　この実施形態において提供される基地局および端末によると、基地局側において構成さ
れる上位層シグナリングは、少なくとも１つの伝送タイミング値セットを含み、伝送タイ
ミング値セットにおける要素は、システムの現在のサービスおよびサブフレーム構成に基
づいて高い自由度で構成される。端末は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するこ
とによって、現在の伝送中に伝送タイミング値、例えばＨＡＲＱタイミング値、を決定す
る。伝送タイミング値に加えて、ＤＣＩは、ダウンリンクデータまたはアップリンクデー
タのスケジューリング指示情報をさらに含む。伝送タイミングは、スケジューリング情報
と共に送信される。ユーザ機器が、ダウンリンクデータの受信と、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのフ
ィードバックとの間隔に関する情報を決定してよく、または、ユーザ機器が、アップリン
クスケジューリング情報の受信と、アップリンクデータの送信との間隔に関する情報を決
定してよい。
【００９８】
　図６を参照すると、図６は、本出願に係る端末の一実施形態の概略構造図である。当該
端末は、図３に関連する一実施形態の伝送タイミング情報受信方法を行うよう構成されて
よい。
【００９９】
　図６に示すように、端末は、送受信ユニット６０１および処理ユニット６０２を備えて
よい。送受信ユニット６０１および処理ユニット６０２に加えて、端末は、記憶ユニット
などの他のユニットまたはモジュールを備えてよい。
【０１００】
　一実施形態において、送受信ユニット６０１は、上位層シグナリングおよびダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ）を受信するよう構成されてよい。上位層シグナリングは、伝送タイ
ミング値を示すために使用される少なくとも１つの伝送タイミングセットを有する。少な
くとも１つの伝送タイミングセットの各々は、少なくとも１つの伝送タイミング値を含む
。ＤＣＩは、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミング値を決定す
るよう端末に命令するために使用される。少なくとも１つの伝送タイミングセットは、サ
ブキャリア幅、ＴＤＤ方式、および端末機能等のうちの少なくとも１つの因子に関連して
いる。
【０１０１】
　処理ユニット６０２は、ＤＣＩに基づいて、少なくとも１つの伝送タイミングセットの
中から伝送タイミング値を決定するよう構成される。
【０１０２】
　送受信ユニット６０１はさらに、決定された伝送タイミング値に対応するスロットにお
いてフィードバック情報を送信するよう構成される。
【０１０３】
　任意で、処理ユニット６０２は、具体的に、ＤＣＩのフォーマットに基づいて、少なく
とも１つの伝送タイミングセットのうちの１つを決定し、ＤＣＩの情報フィールドに含ま
れる搬送される指示情報に基づいて、決定された伝送タイミングセットの中から伝送タイ
ミング値を決定するよう構成される。
【０１０４】
　任意で、端末が一次制御チャネルおよび二次制御チャネルを介してＤＣＩを取得する場
合、処理ユニット６０２は、具体的に、一次制御チャネルからリソーススケジューリング
指示情報を取得し、リソーススケジューリング指示情報に基づいて二次制御チャネルの時
間周波数リソース位置を決定し、二次制御チャネルの時間周波数リソース位置において搬
送されるＤＣＩに基づいて、少なくとも１つの伝送タイミングセットの中から伝送タイミ
ング値を決定するよう構成される。
【０１０５】
　図７を参照すると、図７は、本出願に係る基地局の一実施形態の概略構造図である。当
該端末は、上述の実施形態のいずれかの基地局であってよく、上述の実施形態の伝送タイ
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ミング情報送信方法の段階を行うよう構成される。
【０１０６】
　図７に示すように、基地局は、送受信機７０１とプロセッサ７０２と通信バス７０３と
メモリ７０４とを備えてよい。送受信機７０１は、少なくとも１つの通信インタフェース
および／またはＩ／Ｏインタフェースを有する。
【０１０７】
　プロセッサ７０２は、基地局の制御中心であり、様々なインタフェースおよび配線を使
用することによって端末全体の様々な部分に接続され、メモリ７０４に記憶されたソフト
ウェアプログラムおよび／またはモジュールを動作させ、または実行し、メモリに記憶さ
れたデータを呼び出す。そうして、基地局の様々な機能が行われ、および／またはデータ
が処理される。プロセッサ７０２は、集積回路（ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ
、略してＩＣ）、例えば、単一のパッケージングされたＩＣを含んでよく、または、同じ
機能もしくは異なる機能を有する複数のパッケージングされたＩＣを接続することによっ
て形成されてよい。例えば、プロセッサは、中央演算処理装置（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏ
ｃｅｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ、略してＣＰＵ）のみを含んでよく、または、ＧＰＵとデジタ
ル信号プロセッサ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ、略してＤＳＰ
）と送受信モジュールの制御チップ（ベースバンドチップなど）との組み合わせであって
よい。本出願の本実装では、ＣＰＵは、シングルオペレーションのコアまたはマルチオペ
レーションのコアであってよい。
【０１０８】
　送受信機７０１は、通信チャネルを確立するよう構成される。それにより、基地局は、
通信チャネルを使用することによって受信端末に接続されて、基地局と端末との間のデー
タ伝送が実装される。送受信機は、無線ローカルエリアネットワーク（ｗｉｒｅｌｅｓｓ
　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ、略してＷＬＡＮ）モジュール、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ（登録商標）モジュール、またはベースバンド（ｂａｓｅｂａｎｄ）モジュールな
どの通信モジュールと、当該通信モジュールに対応する無線周波数（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ、略してＲＦ）回路とを含んでよく、無線ローカルエリアネットワーク通信
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信、赤外線通信、かつ／または、例えば、広帯域符
号分割多元接続（ｗｉｄｅｂａｎｄ　ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
ａｃｃｅｓｓ、略してＷＣＤＭＡ（登録商標））および／もしくは高速ダウンリンクパケ
ットアクセス（ｈｉｇｈ　ｓｐｅｅｄ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｐａｃｋｅｔ　ａｃｃｅｓｓ
、略してＨＳＤＰＡ）といったセルラ通信システム通信を行うよう構成される。送受信機
は、端末のコンポーネントの通信を制御するよう構成され、ダイレクトメモリアクセス（
ｄｉｒｅｃｔ　ｍｅｍｏｒｙ　ａｃｃｅｓｓ）をサポートすることができる。
【０１０９】
　本出願のこの実施形態では、送受信機７０１によって実装される機能は、基地局の送受
信ユニットによって実装されてよく、または、プロセッサ７０２が送受信ユニットを制御
することによって実装されてよい。プロセッサ７０２によって実装される機能が、処理ユ
ニット５０２によって実装されてよい。
【０１１０】
　図８を参照すると、図８は、本出願に係る端末のネットワーク側の一実施形態の概略構
造図である。当該端末は、上述の実施形態のいずれかのネットワーク側デバイスであって
よく、上述の実施形態の方法の段階を行うよう構成される。
【０１１１】
　端末は、送受信機８０１とプロセッサ８０２と通信バス８０３とメモリ８０４とを備え
てよい。送受信機８０１は、少なくとも１つの通信インタフェースおよび／またはＩ／Ｏ
インタフェースを有する。
【０１１２】
　送受信機８０１は、基地局が送信した上位層シグナリングおよびＤＣＩを受信し、フィ
ードバック情報、例えばＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ、を基地局に送信するよう構成され
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てよい。送受信機は、データを基地局または別のネットワーク側デバイスに送信するよう
、プロセッサによって制御されてよい。
【０１１３】
　プロセッサ８０２は、端末の制御中心であり、様々なインタフェースおよび配線を使用
することによってネットワーク側デバイス全体の様々な部分に接続され、メモリに記憶さ
れたソフトウェアプログラムおよび／またはモジュールを動作させ、または実行し、メモ
リに記憶されたデータを呼び出す。そうして、端末の様々な機能が行われ、かつ／または
、データが処理される。プロセッサは、中央演算処理装置（ｃｅｎｔｒａｌ　ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ　ｕｎｉｔ、ＣＰＵ）、ネットワークプロセッサ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｐｒｏｃ
ｅｓｓｏｒ、ＮＰ）、またはＣＰＵとＮＰとの組み合わせであってよい。プロセッサは、
ハードウェアチップをさらに有してよい。ハードウェアチップは、特定用途向け集積回路
（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ
、ＡＳＩＣ）、プログラマブルロジックデバイス（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉ
ｃ　ｄｅｖｉｃｅ、ＰＬＤ）、またはそれらの組み合わせであってよい。ＰＬＤは、コン
プレックスプログラマブルロジックデバイス（ｃｏｍｐｌｅｘ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌ
ｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃ、ＣＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ｆ
ｉｅｌｄ－ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ、ＦＰＧＡ）、ジェネリッ
クアレイロジック（ｇｅｎｅｒｉｃ　ａｒｒａｙ　ｌｏｇｉｃ、ＧＡＬ）、またはそれら
の任意の組み合わせであってよい。
【０１１４】
　メモリ８０４は、取得した上位層シグナリングおよびＤＣＩ情報を記憶するよう構成さ
れる。メモリは、例えばランダムアクセスメモリ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍ
ｏｒｙ、ＲＡＭ）といった揮発性メモリ（ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｍｅｍｏｒｙ）を含んでよ
く、または、例えばフラッシュメモリ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ）、ハードディスクド
ライブ（ｈａｒｄ　ｄｉｓｋ　ｄｒｉｖｅ、ＨＤＤ）、もしくはソリッドステートドライ
ブ（ｓｏｌｉｄ－ｓｔａｔｅ　ｄｒｉｖｅ、ＳＳＤ）といった不揮発性メモリ（ｎｏｎ－
ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｍｅｍｏｒｙ）を含んでよい。メモリは、上述のタイプのメモリの組
み合わせをさらに含んでよい。メモリは、プログラムまたはコードを記憶してよい。ネッ
トワークエレメントのプロセッサは、当該プログラムまたはコードを実行することによっ
てネットワークエレメントの機能を実装してよい。
【０１１５】
　本出願の一実施形態は、上述の実施形態において提供された伝送タイミング情報送信方
法および伝送タイミング情報受信方法が使用するためのコンピュータソフトウェア命令を
記憶するよう構成されるコンピュータ記憶媒体を提供する。当該コンピュータソフトウェ
ア命令は、上述の方法の実施形態を実行するよう設計されるプログラムを有する。記憶さ
れたプログラムが実行されて、伝送タイミング情報が送受信される。
【０１１６】
　当業者であれば、本発明の実施形態が方法、装置（デバイス）、またはコンピュータプ
ログラム製品として提供されてよいことを理解するであろう。したがって、本発明は、ハ
ードウェアだけの実施形態、ソフトウェアだけの実施形態、または、ソフトウェアとハー
ドウェアとの組み合わせによる実施形態の形で使用されてよい。さらに、本発明は、コン
ピュータ利用可能プログラムコードを有する１または複数のコンピュータ利用可能記憶媒
体（限定されないが、磁気ディスクメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、および光メモリ等を含む）に
おいて実装されるコンピュータプログラム製品の形を使用してよい。コンピュータプログ
ラムは、適切な媒体に記憶／分散され、他のハードウェアに提供されるか、もしくはハー
ドウェアの一部として使用され、または、インターネットもしくは別の有線もしくは無線
の遠隔通信システムを使用することなどによって、別の形で分散されてよい。
【０１１７】
　本明細書内の実施形態間の同じまたは同様の部分については、相互引用が行われる。特
に、デバイスの実施形態は本質的に方法の実施形態と同様なので、簡潔に説明されており



(22) JP 6885654 B2 2021.6.16

、関連部分については方法の実施形態の説明を参照されたい。
【０１１８】
　上述の説明は、本出願の実装例であって、本出願の保護範囲を限定することを意図した
ものではない。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図７】

【図８】
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